
 

 

 

2022 年 10 月 13 日 

 

横浜ゴムの「ADVAN Sport V107」が 

日産自動車の「フェアレディ Z」に新車装着 

 

横浜ゴム（株）は、日産自動車（株）の新型「フェアレディ Z」の新車装着（OE）用タイヤとして「ADVAN 

Sport V107（アドバン・スポーツ・ブイイチマルナナ）」を納入します。装着サイズは 245/45R18 96W です。 

 

「ADVAN Sport V107」は横浜ゴムが誇る最高峰ブランド「ADVAN」のウルトラハイパフォーマンスタイヤです。

安全性と快適性を高次元でバランスさせた運動性能、ドライ・ウェット性能と操縦安定性が評価されています。今回、

横浜ゴムが新型「フェアレディ Z」に納入するタイヤは高速域での操縦安定性、高い応答性、それらとは本来背反する

乗り心地性能の両立を達成しています。さらに静粛性を向上させるため「SILENTFOAM（サイレントフォーム）」を

採用しています。「SILENTFOAM」は横浜ゴムのノイズ低減技術の１つで、タイヤの内側に専用設計のポリウレタン

フォームを貼り付けることによって空洞共鳴音（路面の凹凸により起きるタイヤ振動がタイヤ内の空間で共鳴を引き

起こし、サスペンションを通じて車室内で聞こえるタイヤノイズ）を低減します。 

 

「ADVAN」は高い性能と品質を評価され、世界をリードする高性能プレミアムカーへの新車装着だけでなく、競争

の激しいモータースポーツ分野においても長年にわたって採用されています。国内最高峰のツーリングカーレース「2022 

AUTOBACS SUPER GT」では今回新車装着された新型「フェアレディ Z」をベースに開発された「Nissan Z 

GT500」にて GT500 クラスに参戦中の KONDO RACING の「リアライズコーポレーション ADVAN Z」に専用

レーシングタイヤを供給しています。 

 

「フェアレディ Z」は世界中のファンに愛され、これまでに世界で 180 万台以上の販売を誇るスポーツカーです。

新型「フェアレディ Z」は歴代の「Z」へのオマージュを感じさせるデザインをまといながら、最高出力 298kW

（405PS）、最大トルク 475N・m（48.4kgf・m）の新開発 3 リッターV6 ツインターボエンジンを搭載する、

「他のやらぬことをやる」という日産自動車の DNA を象徴するモデルです。 

 

横浜ゴムは中期経営計画「Yokohama Transformation 2023」（ヨコハマ・トランスフォーメーション・ニー

ゼロニーサン）のタイヤ消費財事業において、高付加価値商品の主力であるグローバルフラッグシップタイヤブランド

「ADVAN」、SUV・ピックアップトラック用タイヤブランド「GEOLANDAR」、そして「ウィンタータイヤ」の販売構成

比率最大化を掲げ、「ADVAN」および「GEOLANDAR」の新車装着拡大に取り組んでいます。2022 年には

「ADVAN Sport V107」と高性能ストリートスポーツタイヤ「ADVAN NEOVA AD09」を発売し、「ADVAN」

ブランドの市販用タイヤ販売も強化しています。 
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新型「フェアレディ Z」 

※本画像は日産自動車（株）の許諾を受け掲載しております。 

本画像の他への転載、転用を一切禁止致します。 

このリリースに関するお問い合わせ先 

横浜ゴム（株）経営企画部 広報室 担当：岡 

TEL：03-5400-4531 FAX：03-5400-4570 

ADVAN Sport V107 

※画像は「フェアレディ Z」の装着サイズとは異なります。 

SUPER GT（GT500）に参戦中の KONDO RACING 

「リアライズコーポレーション ADVAN Z」 

 

SILENTFOAM（サイレントフォーム）のイメージ 

※実際にはポリウレタンフォームに色はついていません 


